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―  164  ―
1．はじめに
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―  166  ―
よる「保育所における低年齢児の保育に関する調査研究」（2012）によると，全国で「担当制」
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は，乳児の在籍はまだ「例外的」であった 14）。その後，乳児保育は 1960 年代の中ごろから，経
済成長の発展のもと，働く女性の増大に伴い都市部を中心に広がっていった。
1968 年当時の 0歳児の子どもの数に対する保育士（当時は保母）の配置基準は 6：1であり，
戦後，徐々に改善されてきていたとはいえ，かなり厳しい保育環境であったことがわかる。1969
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開園時間は 12 時間，保母の労働時間は 8時間，ひとつの乳児保育所の定員は 0～ 3歳児 28 名
であり，その 28 名が二つの単位に分けられ，一つの単位は子ども 14 名と 2名の保母によって
構成されていた。
この「育児の担当制」と「流れる日課」がより良い成果を生むために，この保育条件の現状
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て乳児の定義も 0～ 2歳児までの広義にとらえられていた。しかし，2017 年改定の「保育所保育指
針」では，乳児を 1歳未満児，乳児保育を 1歳未満児の保育と定義している。（今井和子（編）（2019）
乳児保育．ミネルヴァ書房．）
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